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長きにわたり町内会長や連合会長として地域の発展のため御活躍された方々を毎年表彰しています。
今年度の表彰受賞者及び感謝状被贈呈者に決定された皆様を紹介します。（敬称略）

郡山市自治会連合会会長表彰

方八町自治会 渡辺 峰男
小山田町内会 大関 裕嗣
昭和第一町会 越田 敏和

〈町内会等の長として通算７年以上在任し、その功績が顕著である方〉

緑ケ丘東二丁目町内会 長峯 栄一
本二町内会 次田 喜正
喜久田町中町内会 増子 真一

金堀田水口町内会 横田 武男
石筵開拓部落会 一ノ瀬俊三

郡山市長感謝状贈呈

〈町内会等連合会組織の長として通算３年以上在任し、その功績が顕著である方〉

〈町内会等の長として通算10年以上在任し、その功績が顕著である方〉

〈町内会等連合会組織の長として通算４年以上在任し、その功績が顕著である方〉

(元)久保田南部連合会 髙橋 幸一（追彰）

古亀田町内会 菊地 照夫
希望ヶ丘商店街町内会 古川 惠子
レールシティ桃見台町内会 田代 春男
ナポレ開成山公園町内会 磯部 靖志

大四町内会 秋澤 雅一
七瀬町内会 渡邉 義美

熱海町行政区長会 後藤 秋夫
久保田西部連合会 相樂 隆勇
逢瀬川町内会連合会 伊藤 利彦

久保田東部連合会 國分 憲一
福原東町内会連合会 黒田 康雄
福原南町内会連合会 伊藤 隆広

福原北町内会連合会 石井 忠男
八山田町内会連合会 伊藤 喜章
小泉地区連合会 栁沼 久夫

亀田林町内会 木次谷則秋
桃見台第２町内会 松本 惇一
下亀田自治会 遠藤 教夫
富田第一区西町内会 別府 一男

赤木方部町内会連合会 菊池 和二
久保田西部連合会 相樂 隆勇

逢瀬川町内会連合会 伊藤 利彦
福原南町内会連合会 伊藤 隆広

福原北町内会連合会 石井 忠男



郡山市東部に位置する中田町海老根地区では、江戸時代末期から明治時代にかけて
地区の全戸80戸で「手漉き和紙」作りが行われていましたが、昭和63年に最後の１戸
が廃業し、手漉き和紙は途絶えてしまいました。
しかし、公民館講座をきっかけに、10年後の平成10年１月に「技術伝承が出来なく

なる前に後世に伝えたい」と地域に呼びかけ、かつて和紙作りに関わっていた人々が
中心となり、「海老根手漉き和紙」の復活を目指し、20名で「海老根手漉き和紙保存
会」を結成しました。
その後、上川崎和紙で有名な安達町（現在の二本松市）

で紙漉きの研修等を受け、平成10年12月に「海老根手漉
き和紙」が完成しました。
現在、「海老根手漉き和紙」は地域に根ざし、地区内

にある海老根小学校では、和紙の原料となる楮(こうぞ)
を収穫する11月頃に、自分の「卒業証書」となる手漉き和紙作りを行っていま
す。また、毎年９月には海老根手漉き和紙を使った約600基の灯ろうで地区の
田園を照らす「秋蛍」を開催しています。
海老根手漉き和紙保存会では、和紙の品質向上や後継者の育成に力を入れて

おり、多くの人に海老根手漉き和紙を知ってもらい、関りを持つ人が増えるこ
とを願っています。（ 文：中田町内会連絡協議会 会長 吉田 善守 ）
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令和５年度郡山市自治会連合会
定期総会を開催しました

７月５日、郡山市役所 正庁にて、令和５年度
郡山市自治会連合会定期総会を開催しました。
総会では、昨年度の事業及び決算報告、本年度

の事業計画及び予算のほか、任期満了に伴う役員
改選や福島県自治会連合会役員選出について提案
した全ての議案が承認されました。

会 長 鈴木 光二（中央）
副会長 松﨑 昭（西田）
副会長 國分 晴朗（中央）
会計理事 日下俊一郎（中央）
監 事 栁沼 愑（中央）
監 事 猪俣 昭彦（田村）
監 事 坂本 大（中央）
理 事 長峯 栄一（中央）

理 事 遠藤 正一（中央）
理 事 大和田一朗（中央）
理 事 渡邊 顕（中央）
理 事 古川 将男（中央）
理 事 渡部 奎吾（中央）
理 事 吉田 善守（中田）
理 事 佐藤 一男（喜久田）
理 事 藤橋大吉郎（日和田）

理 事 杉岡 正夫（富久山）
理 事 後藤 秋夫（熱海）
理 事 栁沼 孝一（逢瀬）
理 事 鹿又 進（片平）
理 事 佐藤 宗良（湖南）
理 事 髙山 光正（安積）
理 事 佐藤 惣一（三穂田）

令和５年度 郡山市自治会連合会役員名簿

紹介 中田町 「手漉き和紙の里 海老根」

福島民報社及び福島民友新聞社を
表敬訪問しました

７月11日、鈴木会長、松﨑副会長、國分副会長の
３名が再任の挨拶に市内新聞社２社を訪問しました。
コロナ禍により停滞した町内会活動の再開や気候変
動に伴う防災体制の強化など、安全・安心なまちづ
くりの取組と加入促進チラシにより、町内会の必要
性をＰＲしました。

表敬訪問の様子（福島民友新聞社にて）


